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 事業所の皆さまへアンケートのご依頼があります 

 この４月には報酬改定があり、各事業所でも新しい報酬体系に沿うために、職員配

置や事業実施方法の変更をしているかと思います。 

 全国事業所協議会では、新たな報酬体系が事業所に及ぼす影響について、調査を実

施する方向で、インターネットを利用したアンケートの作成を進めています。 

 次回の報酬改定に向け、全国事業所協議会でも全国手をつなぐ

育成会連合会と共に国に対して要望ができるよう準備を進めてい

きたいと考えています。 

アンケートのフォームが完成しだい、改めて事業所の皆さま宛

にご依頼のお知らせを致しますので、是非ともアンケートのご回

答の協力をお願いいたします。 
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日ごろは事業所協議会の活動に対し、格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。 

さて、本事業所協議会は本年４月１日より名称及び組織を変更いたしました。 

今後は「全国手をつなぐ育成会連合会事業所協議会」から「全国手をつなぐ事業

所協議会」といたします。 

今回の名称変更は、昨年設立された一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合会の

構成員として、あらためて組織の拡充を図り、共生社会実現に向けて手をつなぐ育

成会連合会の一翼を担うためのものです。 

これについては２年前より、事業所協議会運営委員会にて規約の改正と新組織へ

の衣替えを議論してまいりました。 

本年１月には新規約案を皆様にご提示し、ご意見もお伺いしたところです。皆様

からのご意見を参考とし、また全国手をつなぐ育成会連合会よりご助言もいただき

検討を続けてまいり、今般、「全国手をつなぐ事業所協議会」としてスタートする

ことといたしました。組織としての自主性を確保しながら、全国手をつなぐ育成会

連合会の一員として、地域で暮らす障害児者の生活の向上と安心して共に生きる地

域づくりを目指していきます。 

本協議会は１９９９年（平成１１年）に「全日本手をつなぐ育成会小規模作業所

/通所授産施設全国連絡協議会」として始まりました。 

当時は全国１,５００を超える作業所・施設が参加し、小規模作業所のあり方を

追求してきました。現在は親の会による設立ではない法人・事業所も多く加盟して

いますが、障害の有る無しに関わらず地域でみんなと共に暮らしたい、という育成

会の思いを体現できる組織は当協議会を置いて他にはありません。 

親の思いに学びながら、障害当事者を中心にした街づくり、地域づくりを提案で

きるのは我々協議会です。 

今後も小規模であることにこだわらずに小規模の良さを生かしながら提言ので

きる「全国手をつなぐ事業所協議会」の下、意見を集約し、自分たちの手で、法や

制度の見直しや地方独自の制度の育成を図り、共生社会の前線に立って行こうでは

ありませんか。「全国手をつなぐ事業所協議会」が大きく発展し、力を発揮できる

場を確立できますように皆様のご協力をお願い申し上げます。 

今後は順次新規約に基づいた変更を行ってまいりますが、当面はこれまでの運営

委員によって理事会を形成し、６月に予定する総会において新体制を組むこととい

たします。会員の皆様にはご理解をいただきたくお願い申しあげます。 

 

 

事業所協議会の組織と名称変更について 

全国手をつなぐ事業所協議会 
運営委員長 松﨑 伸一 
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去る３月２２日に開催した第１１回運営委員会はインターネットを利用し、次の内

容について協議をいたしました。 

① 令和３年度事業計画と予算について 

② 全国連合会の法人化にともなう事業所協議会規約改定について 

③ 全国事業所協議会からのアンケート調査について 

④ 令和２年度全国事業所協議会全国研修会大会の報告について 

⑤ 事業所協議会ニュースについて 

今回は、２０２１年４月に（一社）全国手をつなぐ育成会連合会の正会員として加

入を見据えた規約改定に向け、並行して全国連合会とも協議を進めており、その結果

を受けて規定文の一部変更について協議をして最終決定としました。これにより名称

も「全国手をつなぐ事業所協議会」に変更することとなりました。 

そして、４月の報酬改定を受け、国に対して施策要望を行う準備のために、全国の

皆さんにアンケート調査を行うこととなり、実施方法や設問について協議をしました。 

また、３月末までＷＥＢ配信をしてきた令和２年度の全国事業所協議会全国研修大

会について、参加者数や視聴の状況について報告をし、冊子版資料の進捗状況の報告

を行いました。 

なお、令和３年度の事業計画と予算については、５月号にて報告をする予定です。 

（事業所協議会事務局長 石川 明博） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 第１１回運営委員会（３月２２日） 

を行いました 
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わかば第一事業所〔特定非営利活動法人わかばの会〕 

（東京都 調布市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかばの会は、１９７９年（昭和５４年）に初代の所長が自宅を開放し、民営福祉

作業所を開所したのが始まりです。その後、作業所は移転し、アパートの２部屋を１

つにして運営をしていましたが、利用者の増加に伴い、２つ目の作業所として、調布

第二わかば福祉作業所を開所しました。 

障害者自立支援法となる制度改革に合わせ、２００６年（平成１８年）にＮＰＯ法

人の認証を受け、翌年には親の会から運営主体の変更があり、２００８年（平成２０

年）には国の事業に移行し、就労継続支援Ｂ型と生活介護の多機能型として再スター

トしました。 

２０１０年（平成２２年）には、市役所の建物をお借りすることができ、移転をす

るのに併せて多機能型を解除し、重度の方が日中を過ごすことができる生活介護事業

所の「わかば事業所」となり、就労継続支援Ｂ型事業として「わかば第二事業所」の

事業指定を取得しました。そして新たに、Ｂ型事業として、「わかば第一事業所」を

立ち上げました。その後、７０歳以上の方も多く利用されている中で、高齢化が課題

となり、親なき後、地域の中で支えていく仕組みを考え、２０１３年（平成２５年）

に「住み慣れた地域の中で、活き活きと自立した生活ができるように」を支援の目的

とし、初めてのグループホーム「あおば」を開所し、２０１６年（平成２８年）には

２寮目のグループホーム「ふたば」を開所したことから、「あおば」を女性寮、「ふた

ば」を男性寮としました。 

会員の方からは、グループホームでの体験を数多く積む事でのイメージ作りや緊急

時の対応などの要望が多くあり、２０１８年（平成２８年）１１月に３寮目の「みつ

ば」を開所し、９床のうち１床を体験型として受け入れをしています。そして、法人

本部機能を強化するため、事務所を独立させるなど総合支援法の中で事業を広げてき

ました。 

 

 

 
【事業所全景】 
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現在では生活介護事業を２ヵ所、就労継続支援Ｂ型事業を１か所、共同生活援助事

業３か所の運営をしております。 

このうち今回紹介する事業所は、わかば第一事業所になります。 

わかば第一事業所は利用者３５名が利用する生活介護事業所ですが、スタートは就

労継続支援Ｂ型事業所でした。 

当初は企業から仕事を頂き、作業中心の流れで短納期を繰り返す中で、工賃ＵＰを

目指してきましたが、利用者の高齢化が進み、作業に追われる環境でのストレスが多

くなり、生活介護へと移行しました。事業が変わることで、生産活動の時間、選択活

動を取り入れ、リフレッシュする時間も出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産活動では作業量を抑えながら、企業からの受注、官公需を行っています。Ｂ型

事業からの繋がりもあるので、利用者が混乱しないように生産活動のプログラムも多

く取り入れています。 

室内作業は、付録の封入(小学館)、そばの箱折、お菓子の梱包、銀のさらセットな

どを行っており、外作業では、施設館・教育メール、駐輪場の散水、公園清掃、遊具

清掃、マンション清掃ポスティングなどを行っています。 

選択活動として、曜日ごと半日の活動を選びます。年度初めに個々に参加したい活

動の確認を行い、１年間選択活動として参加します。月曜日は園芸班、火曜日は健康

体操、水曜日は工作班、木曜日は手芸班、金曜日は運動班（ダンス）といった活動を

一人１コマから２コマ選択し、生産活動と選択活動を組み合わせることで、より個々

の活動の楽しさも広がり、それぞれ発表する場を設定することで刺激を多く受けてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかば第一事業所では多様な活動を提供しながら、これからも一人一人が主役にな

れるよう取り組んで参ります。 

（特定非営利活動法人 わかばの会 

              わかば第一事業所 管理者 長尾 英治） 

 

 
【公園清掃】 

 
【そばの箱折】 

 
【お菓子の梱包】 

 
【手芸班で作品作り】 

 
【園芸班の収穫体験】 

 
【工作班の創作活動】 
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全国の仲間の皆さん！コロナ蔓延の中、ご奮闘中のことと存じます。 

私たち（公社）滋賀県手をつなぐ育成会地域活動・就労支援事業所協議会でも委縮

しがちな中、「必要なことはしっかりやり遂げる」ことを旨として活動を続けていま

す。 

昨年も蔓延が始まりかけた２月「人材確保とその育成」というテーマで活躍中の若

手支援員4名の皆さんのシンポジウムを「マスク着用」と密を避ける工夫で挙行し、

２０１９年度の研修会としました。 

さて、より状況が深刻化した本年ですが、私たちも 1 年の経験の積み重ねの中で

様々な「技」を獲得してきました。 

今年度（２０２０年度）の研修会は、２０２１年２月２０日（土）に滋賀県大津市

のやまびこ総合支援センターを会場とし『障害者事業所はなぜできた』と題してシン

ポジウムを行ったのですが、その手法がＺＯＯＭを活用したリモート開催と集合型を

併用したハイブリッド開催です。研修は一堂に会するということも大きな魅力ですが、

密を避ける観点からは有効な方法ですね。 

このＺＯＯＭ会議の下、全国手をつなぐ育成会連合会の久保会長、４０年越えの多

機能型事業所を有する社会福祉法人を継承された元藤 大幹さん、大法人を飛び出し

て事業所が地域に根ざす取り組みを始めた新進気鋭の岩原 勇気さんと多彩な方々に

登壇者をお願いし、県協議会会長の白杉がシンポジウムを進行しました。 

昨今、法人格さえあれば営利法人も含め、誰もが障害福祉サービスに参入できるよ

うになりましたが、私たちには「営利と福祉」が両立するのか？との観点が気になり

ます。 

久保会長も「そもそも親たちは『儲けよう』と思って作業所を作ったわけではない」

と作業所の歴史を紐解きます。 

一方で新進気鋭の岩原さんは「僕は儲けなあかんと思っています。そうでないと事

業の継続ができない！」ときっぱり。 

元藤さんは「営利は出資者に配当することを目的とするが、私たちは地域に再投下

して新しい社会資源を作るんだ」と語ります。 

なるほど、なるほど滋賀県では彼らが継承していってくれれば事業所の未来も明る

い展望があるに違いありません。 

 （滋賀県手をつなぐ育成会地域活動・就労支援事業所協議会 会長 白杉 滋朗） 

２０２０年度 滋賀県手をつなぐ育成会地域 

活動・就労支援事業所協議会 研修会（２月 

２０日）を行いました（滋賀県） 
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2021/2/20 
滋賀県手をつなぐ育成会地域活動・就労支援事業所協議会 

おおつ「障害者の生活と労働」協議会(O.S.K.)ジョイント研修会 

日時：2021年 2月20日(土) 13：00～15：00 

会場：大津市立におの浜障害者福祉センター（原則リモート参加の予定) 

障害者事業所はなぜできた？ 
―――――役割・使命と成り立ちを深く掘り下げる――――― 

出演 岩原 勇気さん(office-cosiki) 

      元藤 大幹さん(美輪湖の家 大津:愛育苑) 

   久保 厚子さん(全国育成会連合会 会長) 

進行 白杉 滋朗さん(O.S.K.事務局,県事業所協議会 会長) 

 

滋賀県や大津市内でも就労支援系の事業所やグループホームが増えてきています。

社会資源の充実ということで喜ばしい側面もあるのですが「悪しきＡ型」に代表

される一部のオーナーの利潤追求を目的とした事業所の乱立や、家賃 90000 円近

いＧＨなど、疑問符を付けざるを得ない事例も増えてきているのです。「儲からな

いと撤退する」のは商売の道理ですが、それで福祉の社会資源が立ち上げられて

いいのでしょうか？今一度、そういった点を掘り下げたい！O.S.K.と育成会がジ

ョイントで掘り下げます。 

 

コロナの影響で本イベントの開催はリモート形式で行う予定です。ｚｏｏｍや

ＹｏｕＴｕｂｅを活用し、皆さんに配信します。また、録画を行いＣＤへの焼き

付けでの配布も計画しております。ぜひとも多くの皆さんのご視聴を期待してい

ます。また、リモート、デジタル環境にない皆さんは定員の範囲内で当日、会場

でのライブも可能です。O.S.K.並びに育成会関係の各会員にはアクセスに必要な

案内を別途致します。当日参加ご希望の方は文末の連絡先までご連絡ください。 

主催：(特非)おおつ「障害者の生活と労働」協議会(O.S.K.) 

    (公社)滋賀県手をつなぐ育成会地域活動・就労支援事業所協議会 

 後援：滋賀県、大津市 

申し込み等連絡先：077-522-5142(O.S.K.事務局) 
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大阪市でも４月５日に「まん延防止等重点措置」が発出され、感染拡大を抑止しよ

うとしていますが、コロナウイルスの変異種による感染も拡がっており、４月上旬に

は学校も再開されることから、しばらくは陽性者が増加すると思われます。 

ＧｏｏｇｌｅによるＡＩを利用した感染予測によると、４月６日の予測では４月２

９日に大阪府の１日の陽性者が４,５４３人、過去７日間の平均陽性者が２,５７４人

となっています。 

同じ予測で４月１１日の予測値は１日の陽性者が１,００２人、過去７日間の平均陽

性者が１,０９９人となり、実際には１日の陽性者が７６０人と大阪府より発表があり、

過去７日間の平均陽性者が７７２人でした。 

実際と予測は必ずしも一致していませんが、仮に予測値の７５％と見積もると４月

２９日の陽性者が３,４０７人、７日間の平均陽性者が１,０９９人という数値になり

収束には程遠い状況です。 

全国的には感染の拡がりに差異はありますが、人の動きは以

前より増えてきていますので、皆さんのところでも感染対策を

充分にしてクラスターとならないようにお気をつけください。 

※ＣＯＶＩＤ‐１９ 感染予測・日本版（全都道府県対応です） 

https://datastudio.google.com/reporting/8224d512-a76e-4d

38-91c1-935ba119eb8f/page/ncZpB?s=nXbF2P6La2M 

（近畿ブロック 飯塚 聡） 
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●役立つ情報が満載です 

 『手をつなぐ』は、知的障害のある人の暮らしに役立つ情報が満載

です。知的障害のある人の親・家族をはじめ、福祉・教育・行政関

係者などにもご愛読いただき、６５年近い歴史を刻んできました。 

●最先端の情報をお届けします  

(一社)全国手をつなぐ育成会連合会の賛助会員としてお申し込み

いただくと、特典として『手をつなぐ』を毎月お届けします。知的

障害のある人の生活に関する問題や福祉施策の最新情報から、全国

各地の先進的な取り組み、著名人によるエッセイなど、情報がつま

った『手をつなぐ』をぜひご活用ください。 

●お問い合わせ先・お申し込み先 

(一社)全国手をつなぐ育成会連合会・滋賀事務所 

 電話：０７７－５３６－５２９７ 

 

・・・・・・・ 

 

年間 

４,１００円 
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